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■概要 

【目的】 
 AIMエンドユース日本モデルを用い、現在想定されうる対策技術を考
慮して 2020年温室効果ガスの排出量および削減量を推計を行う。 
【概要】 
 中期目標検討委員会において、Annex I全体を 25%削減するときの我
が国の分担についての仮分析を行ったところ 1990年比 15%程度の削減
が求められる場合もあった。そこでその実現性を検討したところ、現在

想定されうる対策技術を徹底して普及させることによってその削減は達

成できることが示された。 さらに対策技術の普及を推し進めるとともに、
活動量に影響を与えるほどの炭素の価格付けを適切に組み合わせること

によって 1990年比 25%削減することも可能となっている。 
 
 

 

 

 

 

■主な図表 

我が国の温室効果ガス排出量 
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産業部門 
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非エネルギー部門 

 

 

温室効果ガス削減のために必要な費用およびエネルギー費用の削減 

 

 

 

 

 

 

 

 

GHG 削減費用と削減量の関係 

 

 

 

 


